


金属を成形する素地には、
銅を用いることが多い。

（
 

特殊な道具はほとんど必要なく、省スペースでも作れる
ことから始める人が多かったとか。

江戸時代末期から明治時代にかけて発展した「尾張七宝」。
最盛期には約200軒もの窯元があったそう。

全
国
の
七
宝
焼
で
唯
一
、

――

伝
統
的
工
芸
品
に
指
定。

七宝焼の中でも国内外で高い評価を得た「尾張七宝」。

7世紀より以前に、その技術が海を渡って日本にやって来た七宝焼。

かつては各地で作られていたが、今日、産地として現存するのは3ヵ所ほどに。

約190年の歴史があり、伝統的工芸品にも指定された「尾張七宝」。

しかしその火は他の工芸品と同じように、

今まさに消えかかっているところだった。

令
守り、攻め、受け継がれる

地域の宝。
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一

金
属
の
素
地
に
釉
薬
を
焼
き

付
け
て
作
ら
れ
る
も
の
の
総
称、

七
宝
焼。
そ
の
名
前
は
仏
教
の
経

め

の

う

典
に
記
さ
れ
た
「
璃
瑞·
真
珠・
珊

る

り

瑚・
マ
イ
エ・
瑠
璃・
金・
銀」
と
い

う
7
種
類
の
宝
物
に
由
来
し
て
い

る。
七
宝
焼
の
中
で
も、
特
に
愛

知
県
あ
ま
市
七
宝
町
と
名
古
屋

市
の
一

部
で
製
造
さ
れ
る
も
の

を、
「
尾
張
七
宝」
と
呼
ぶ。

「
以
前
は
日
本
各
地
で
七
宝
焼

が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
が、
産
地

と
し
て
現
存
す
る
の
は
東
京、
京

都
と
こ
こ
尾
張
の
み。
そ
し
て『
尾

張
七
宝』
は
七
宝
焼
と
し
て
は
唯

一
、
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す」
そ
う
誇
ら
し
げ
に
語

る
の
は、
加
藤
七
宝
製
作
所
の
三

代
目、
加
藤
芳
朗
さ
ん
だ。
「『
尾
張

七
宝』
最
大
の
特
徴
は、
模
様
の
緻

密
さ
と
色
の
表
現
域
の
広
さ。
有

線
七
宝
と
呼
ば
れ
る
技
法
が
成
せ

る
図
柄
と、
釉
薬
を
何
度
も
焼
き

重
ね
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
色
の
深

み
が
魅
力
で
す」
と
話
す。「
尾
張
七

宝」
の
各
窯
元
に
は
秘
伝
の
釉
薬
レ

シ
ピ
が
あ
り、
昔
は
門
外
不
出。
他

の
窯
元
の
釉
薬
と
混
ぜ
合
わ
せ
て

も
上
手
く
焼
け
な
い
の
だ
そ
う。

美しい色を出すには釉薬の水分調整が重要。 植線の習得には10年程度かかるといわれる。

七
宝
焼
に
は
多
く
の
技
法
が

存
在
す
る
が、
「
尾
張
七
宝」
は
有

線
七
宝
と
い
う
技
法
を
用
い
る

こ
と
が
基
本
だ。

ま
ず
は
銅
や
銀
な
ど
金
属
製

の
素
地
に
下
絵
を
描
く。
次
に
細

い
リ
ボ
ン
状
の
銀
線
を
ピ
ン
セ
ッ

ト
で
形
作
り、
輪
郭
に
沿
っ
て
糊

付
け
す
る。
こ
の
植
線
と
い
う
作

業
こ
そ
が
有
線
七｛玉
と
い
わ
れ
る

由
来
だ。
高
度
な
技
術
が
必
要
な

植
線
こ
そ
が、
「
尾
張
七
宝」
の
緻

密
な
絵
柄
を
生
み
出
し
て
い
る。

そ
の
後、
砂
状
の
色
ガ
ラ
ス
に

水
や
糊
を
混
ぜ
た
釉
薬
を、
銀
線

で
囲
ま
れ
た
模
様
に
筆
や
ヘ
ラ
を

使
っ
て
入
れ
て
い
き、
焼
成
す
る。

こ
れ
ら
を
繰
り
返
す
こ
と
で、
独

特
の
深
み
が
あ
る
色
に
な
っ
て
い

く。
「
尾
張
七
宝」
の
場
合、
完
成

ま
で
少
な
く
と
も
7
回
程
度
は

焼
成
す
る
と
い
う。

仕
上
げ
に
表
面
を
研
磨
す
る

こ
と
も「
尾
張
七
宝」
の
特
徴
だ。

磨
き
上
げ
る
こ
と
で、
凸
凹
だ
っ

た
表
面
が
滑
ら
か
に
な
り
艶
が

出
る。
「
個
人
的
に
は
有
線
七
宝

は
研
磨
と
セ
ッ
ト
で
な
い
と、
魅

力
が
大
幅
に
下
が
る
と
思
っ
て
い

ま
す。
磨
く
こ
と
で、
植
線
し
た
銀

の
輪
郭
が
煙
め
い
て、
模
様
の
美

し
さ
が
よ
り
際
立
つ
ん
で
す」
と

語
る
加
藤
さ
ん。
工
程
数
が
多
く

手
間
が
掛
か
る
こ
と
か
ら、
有
線

七
宝
の
技
法
は
尾
張
以
外
で
は
あ

ま
り
広
ま
ら
な
か
っ
た
そ
う
だ。

緻
密
な
絵
柄
を
可
能
に
し
た

――

有
線
七
宝
の
技
法。

昭和54年(1979年）、名古屋巾出身。愛知県立芸術大学美

術学部デザイン科を卒業後、二代Hである父・勝己さんに師

事。平成22年 (2010年）に三代目を継承。「名古屋伝統工芸

わざもん衆」参加、名古屋芸術大学で非常勤講師を務めるな

ど、活動は幅広い。平成30年(2018年）に伝統工芸士認定。 瓢

加藤七宝製作所代表取締役

伝統工芸士

加藤芳朗
Kato Yoshiro 

い 撮影協力：あま市七宝焼アートヴィレッジ ※写真はすべてイメージです。 パ

https://www.instagram.com/katoshippo_seisakusyo/
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大
打
撃
を
受
け
た
業
界
全
体。

回
復
の
カ
ギ
は
”
日
常“
に
あ
り。

加
藤
さ
ん
が
七
宝
焼
の
道
に

入
っ
て
か
ら
約
17
年。
こ
の
間
に

も「
尾
張
七
宝」
を
取
り
巻
く
環

境
は、
刻＿
刻
と
変
化
し
て
き
た。

「
こ
れ
ま
で
も
緩
や
か
に
右
肩
下

が
り
だ
っ
た
ん
で
す
が、
コ
ロ
ナ
禍

で
急
速
に
悪
い
方
向へ。
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
の
減
少
で
百
貨
店
や
小
売

店
向
け
の
製
造
卸
の
部
分
は
9
割

減。
今
も
大
き
く
回
復
は
し
て
い

な
い
で
す」
と
顔
を
曇
ら
せ
る。

し
か
し
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
以
前

よ
り、
新
し
い
七
宝
の
カ
タ
チ
を

模
索
し
て
き
た
加
藤
さ
ん。
業
界

全
体
が
下
降
し
て
い
く
中、
新
し

い
取
り
組
み
に
関
し
て
は
手
応
え

を
感
じ
て
い
た。
「
商
品
開
発
が
僕

の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
い
て。

平
成
25
年(
2
0
1
3
年）
頃、
商

品
化
に
成
功
し
た
小
さ
な
お
骨
入

れ
は、
弊
社
の
主
力
商
品
に
な
り

7

1い

いいいい0

-

『
尾
張
七
宝』
と
い
う
枠
に
捕
ら

わ
れ
す
ぎ
ず、
柔
軟
に
新
商
品
は

考
え
ま
す」
と
自
信
を
覗
か
せ
る。

「
尾
張
七
宝」
を
残
し
て
い
く
た

め
に
は、
従
来
の
B
to
B
の
販
路

だ
け
で
は
な
く、
個
人
消
費
を
対

手元供養に適した「ミニ骨壺MATOU」。
左から、「さくら (88,000円）」、「七宝瑠璃
青 (62,700円）」。

象
と
し
た
B
tO
C
の
流
れ
を
作
る

こ
と
も
大
事
だ
と
語
る。
「
知
ら

れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
逆
に

チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
い
て、
フ
ァ

ン
を
増
や
す
た
め
に、
ま
ず
は
伝

え
て
い
く。
情
報
発
信
が
大
切」

と、
大
学
時
代
の
友
人
た
ち
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ、

S
N
S
を
利
用
し
た
取
り
組
み

に
も
力
を
入
れ
て
き
た。「
い
か
に

日
常
に
七
宝
を
取
り
入
れ
ら
れ

る
か
が
僕
の
中
で
の
テ
ー
マ
で

す。
『
尾
張
七
宝』
っ
て
綺
麗
だ
よ

ね
っ
て
こ
と
が
少
し
ず
つ
広
ま
っ

て
い
け
ば、
何
年
か
先
に
は
は
大

き
な
力
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な」
と「
尾
張
七
宝」
の
未
来
を
担

う
加
藤
さ
ん
の
挑
戦
は、
ま
だ
ま

だ
続
い
て
い
き
そ
う
だ。

「尾張七宝」の深みのある色彩をフレーク状のネイル
アート素材として商品化。

， - —- •
昔は研磨に砥石を使っていたが、現在では機械化、
ダイヤモンドペーパーが主流に。

螂
作品の店頭販売をしているほ

か、I房見学も可能（要事前連

絡）。完全予約制の体験講座

は、植線と施釉ができる本格派
コ ースだ。

加藤七宝製作所

名古屋市西区香呑町4-31
霊052-531-1382 9:00~1s:oo 
士日祝休、12/29~1/4休
上小田井駅から相互直通運転
地下鉄鶴舞線圧内通駅下車徒歩約7分 露

. : : : : : : 

700-900℃で、その都度適した温度、焼き加減で
焼成する。一 回の焼き時間は数分程度。

伝統を継承する一方で、「尾張七宝」にこだわりすぎず、表現の幅を広げ「伝え方と伝わり方」を
意識。加藤七宝製作所にしかできない美しさを日々追い求めている。

有名飲料メ ーカ ーの「若手職人支援プロジェクト」にて製作された作品（写真右、左は作業途中のもの）。「尾張七宝」を代表する「梅詰め」柄に爽やかなグリ ーンを合わせた。

加
藤
七
宝
製
作
所
は、
加
藤
芳

朗
さ
ん
の
祖
父・
亮
三
さ
ん
が
現

七
宝
町
に
開
業。
程
な
く
し
て
名

古
屋
市
に
移
っ
た。
三
代
目
の
芳
朗

さ
ん
は、
そ
も
そ
も
跡
を
継
ぐ
気

は
な
か
っ
た
と
い
う。
「
元
々
も
の

づ
く
り
に
は
興
味
が
あ
り、
大
学

で
は
工
業
デ
ザ
イ
ン
を
専
攻
し
て

い
ま
し
た。
そ
の
頃
は『
尾
張
七

宝』
を
や
ろ
う
な
ん
て
全
く
考
え

て
い
な
く
て。
大
学
3
年
生
の
時
に

家
業
と
向
き
合
う
タ
イ
ミ
ン
グ
が

な
み
か
わ

あ
り、
そ
こ
で
出
会っ
た
の
が
並
河

靖
之
の
作
品
で
し
た」
と
当
時
を

振
り
返
る。

並
河
靖
之
は
明
治
期
の
日
本
を

代
表
す
る
七
宝
作
家
の
ひ
と
り。

京
都
を
拠
点
に
活
動
し
た
並
河

は
有
線
七
宝
の
技
法
を
極
め、
世

界
に
七
宝
焼
の
名
を
知
ら
し
め

た。「
作
品
ひ
と
つ
で
家
が
建
つ
な

ん
て
も
の
を
実
際
に
見
て、
究
極

の
美
し
さ
を
知
り
ま
し
た。
普
段

見
て
き
た
七
宝
焼
と
は
別
物
だ

な
と。
こ
ん
な
に
美
し
い
も
の
を

自
分
で
も
作
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る

な
ら
挑
戦
し
て
み
た
い
と
思
っ
た

ん
で
す」
と
目
を
輝
か
せ
た。

25
歳
に
し
て「
尾
張
七
宝」
の

世
界
へ
飛
び
込
ん
だ
加
藤
さ
ん。

「
苦
労
し
た
こ
と
は
す
べ
て
で
す」

と
苦
笑
い。
最
初
の
5
年
間
は
基

礎
的
な
技
術
を
得
る
た
め
の
訓

練
期
間
だ
っ
た
そ
う
だ
が、
自
由

に
作
品
を
作
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
今
で
も一
人
前
で
は
な
い
と
い

う。
「
技
術
的
な
と
こ
ろ
は
日
々

精
進。
多
分一
生
か
け
て
習
得
す

る
も
の
で
す
ね」
と
話
す。

し
か
し、
加
藤
さ
ん
が
修
業
を

始
め
た
頃
に
は、
既
に
斜
陽
産
業

だ
っ
た
と
い
う「
尾
張
七
宝」。
当

時
20
軒
ほ
ど
あ
っ
た
窯
元
は、
現

在
は
ほ
ぼ
半
分
に
ま
で
減
っ
て
し

ま
っ
た。

加藤七宝製作所が得意とする
伝統的デザイン「梅詰め」。

一

と
あ
る
作
品
に
魅
了
さ
れ、
「
尾
張
七
宝」
の
世
界
へ。

|"＂" ® ° " ＂)|
左から、完成するまでの作業工程。素地に下地と下絵つけ、植線したのち、施釉と焼成を繰り返し研磨するまで。大きさによっては数ヵ月かかることも。

ぃ <

 

YouTubeでインクピュ ーム ーピー公開中！また、 lnstagram · Facebookで情報配信中！詳しくは P13 をご覧ください。 ・ク
｀ ※写真はすべてイメージです。 パ

https://katoshippo.com
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な減こ徐盛でラをのがみ明薬をるし後さ製品次なけ多--,らいは

て
つ少と々りし‘ど表間特の感赤な代えてはれ造が世つにく一七れう→明、もに返た卜すで徴あか
羞‘後ぁ売しー“E3は 。 透；表尾再進た中禁界た訪の玉 、七遠治

。継りれ とと衷ル --,るあはす張び駐こ止じ大じれ外焼七宝安27

者ぶな
た内呼上ビ外赤り 、る七人軍とをら戦 国原宝焼ェ年
も山ば級1国色深透釉宝気のも余れ中かる人産焼の業＾

不五 iヽ 腐され ，，の人 ←と土 。儀るはしよが地の専補 i
靡こっ、ん天苔

色 ·□\/F、
な 9 嘉？厄貫旦 t：門 t ;

門
習9

; ？ : i :0 : ：、 （かヤ-し:し芦召;ゞ•｀-、、＾
付

〗[ [9 [
tぶ'i

t二：］ヽT`·. 写真左から、「7並雪の結晶(32,700円）」、
「7並柊(35,600円）」。あま市七宝焼アー

トヴィレッジ内で販売。

約190年の歴史を有する「尾張
七宝」の魅力な観て ・ 触れて ・

学んで ・ 体験する総合施設。さま
ざまな企画展やイベントも開催し
ている。

藝詈五ここ□璽
常設展示室観覧料：高校生以上310円、小中学生100円
七宝駅下車徒歩約25分、
または名鉄バスセンターから名鉄バス「安松」下車徒歩約15分

有線七宝である「尾張七宝」の
特徴、植線を施した花瓶。

1 名*:PRESENT►P13 | 

昭和44年(1969年）、一宮市生まれ。平成6年 (1994年）から七宝町の職員
となり、「七宝町郷土資料館（現在は閉館）」に勤務。平成20年(2008年）よ
り、「あま市七宝焼アートヴレッジ」の学芸員となり、今年4月に施設長就任。
校外学習の生徒たちゃ団体客0)案内、体験教室での指導も担当するほ
か、外部での講演活動も行っている。

写真左から、「飾皿サンタ
の贈り物」、「飾皿クリスマ
スリ ース」各5,940円。

七
宝

焼
と「
尾
張
七
宝」

の
歴

史
や

特
徴
を
展
示・
解
説

し
て
い

る「
あ
ま
市

七
宝

焼
ア
ー
ト
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ」 。
前
述

の
赤
透
の
花
器

を

は
じ
め、
貴
重

な
七
宝

焼
の
数

々

を
間
近

に
見

ら
れ

る
ほ

か、
七
宝

焼
制
作

の
見
学
や、
体
験
教
室

に

参
加

す
る

こ
と
も
可
能
だ 。

平
成
16

年(
2
0
0
4
年）

に

開
館

す
る
こ
と
に
な
っ
た
キ
ッ
カ

ケ
は、
地
元
住
民

の「
尾
張
七
宝」

を
残

し
た
い
と
の
声
だ

っ
た。「
窯

元
が
次
々
と
廃業

し
て
い
る
中、

な
ん
と
か『
尾
張
七
宝』

を
残

し

て
い
く。
そ
れ

が
こ
の
施
設

の
使

命
だ

と
思

っ
て
い
ま

す。
こ
こ

に

は
七
宝

焼
を
作

る
す
べ

て
の
設
備

が
揃

い、
ま
だ
技
術

を
持

っ
た
人

も
い
ま

す。
記
録

で
は
な
く
技
術

と
し
て、『
尾
張
七
宝』
を
残
せ

る

場
所
だ

と
思

い
ま

す」
と
力
強

く

語
って
く
れ

た。

あま市七宝焼アートヴィレッジ
施設長

内山智芙
Uchiyama Tomomi 

海
外
人
気
が
支
え
た

―-
「
尾
張
七
宝」
最
盛
期。

一

七
宝
町
で
「
尾
張
七
宝」
を
伝
え
て
い
く。

、
1

・ヽ
2

冷

)
～

 

-

‘,

＇

 

,
L
麟

「
こ
こ

七
｛玉
町

は、『
尾
張
七
宝』

の
製
造
が
盛
ん
だ

っ
た
こ
と
か
ら

名
付

け
ら
れ

た
地
名

な
ん
です」

と
教
え

て
く
れ

た
の
は、「
あ
ま

市
七
宝

焼
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ」

で

施
設
長

を
務
め

る
内

山
智
美

さ

ん。
特
産
品

か
ら
地
名

が
決
ま

る

例
は、
全
国

で
も
珍

し
い。

七
宝

焼
の
始
ま

り
は、
紀
元
前

の
古

代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
や
古

代
エ

ジ
プ
ト
ま

で
遡

る。
そ

の
技
術

は

欧
州

か
ら
シル
ク
ロ
ー
ド

を
通

り、

中
国・

朝
鮮
半
島

を
経

て、
7

世
紀

頃
に
は

日
本

に
伝
わ

って
い
た
と

さ
れ

る。
天
保
4
年(
1
8
3
3

年）
に
オ

ラ
ン
ダ
船

が
運

ん
で
き

た
七
宝

焼
の
皿

を
見

て
感
銘

を

受
け
た
の
が、「
尾
張
七
宝」

の
始

祖・
梶
常
吉

と
い
う
人
物
だ 。

現
在

の
名
古
屋
市

中
川
区

に
め
っ
き

生
ま
れ

た
常
吉

は、
家業

の
鍍
金

業
を
営
む
傍

ら
書
物

で
知

っ
た

七
宝

焼
に
興
味

を
持
ち、

製
造
を

志
し
た。
し
か
し
な
が
ら
当
時

は

製
法

を
知

る
手
段

が
な
か
っ
た。

そ
こ
で
常
吉

は
オ

ラ
ン
ダ

で
作

ら

れ
た
七
宝

焼
の
皿

を
入
手 。「
そ

の
大
変
貴
重

な
品

を、
な
ん
と

自

ら
叩
き
割

っ
た
ん
です。
そ

う
し

て
銅

を
素
地

に
し
て
い
る

こ
と、

そ
の
上
に
ガ

ラ
ス

製
の
釉

薬
を
焼

き
付

け
て
い
る
こ
と
な
ど

を
解

明。
研

さ
ん
を
重
ね、
同

年
に
小

盃
を
完
成

さ
せ
ま

し
た」 。
そ

の

後、
現
在

の
七
宝
町

遠
島

に
い
た

林
庄
五
郎

が
常
吉

の
弟
子

と
な

り、
こ

の
地
域

で
七
宝

焼
の
製
造

が
急
速

に
広
ま

っ
て
い
く。
の
ち

に
尾
張
地
方

で
生

産
さ
れ

た
七

宝
焼
は「
尾
張
七
宝」

と
呼
ば
れ、

慶
応
3

年(
1
8
6
7

年）
のパ

リ

万
博
出
品

を
キ
ッ
カ
ケ

に
世
界
で

知
ら
れ

る
こ

と
と
な
る。

ユーモアを交えながら解説してくれた内山施設長。

＼ぃ

雹052-443-7588（あま市七
七宝駅下車徒歩約30分、ク
または名鉄バスセンターから名

七宝焼の原産地 ・ 遠島へ入る目印と
して明治28年 (1895 年）に建てられ
た。当時、としては珍しくロ ー マ字で
�Shippoyaki Toshima」と彫られている
ことから、「尾張七宝」を求めて多くの外

＇国人が訪れていたことが想像できる6

あま市七宝町安松南辻田2540
雹052-443-7588（あま市七宝焼ア ー トヴィレッジ）
名鉄バスセンターから名鉄バス「安松」下車徒歩約4分

外
国
で
の
人
気
が

見
て
取
れ
る

貴
璽
な
資
料。

二
「
尾
張
七
宝」
を
後
世
へ
伝
え
る、

』
一

住
民
の
願
い
と
使
命
を
背
負
っ
て。

-
「
尾
張
七
宝」
の
起
源
は
”
皿
を
割
っ
た“
こ
と
”�

七
宝
焼
原
産
地
道
標

パ

https://www.shippoyaki.jp


リ
フ
ォ
—

ム
会
社

「
尾
張
意
匠」
が
手
が

け
る
カ
フ
ェ 。
ジ
ョ
ー

ル
ー

ム
も
兼
ね
た
店
内

は
緑
が
多
く 、
ど
こ
か

モ
ダ
ン
で
ス
タ
イ
リ
ッ

シュ 。
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

る
空
間
で
の
ん
び
り

し
ま
し
ょ
う 。
食
パ
ン
メ

ー

カ
ー

「
エ
—

ス
ベ
—

キ
ン
グ」
協
力
で 、
毎
日
食
べ
て
も
飽
き
な
い

味
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
専
用
食
パ
ン
を
開
発 。
サ

ン
ド
ウ
ィ
ッ

チ
や
ホ
ッ
ト

サ
ン
ド
の
ほ
か 、
持
ち

帰
り
専
用
店
斤
サ
イ
ズ
も
販
売 。
あ
ま
市
の

無
農
薬
珈
琲
豆
の
み
扱
う 、
自
家
焙
煎
所

「
H
U
Y
G
G
E
C
OFFE
E」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ

レ
ン
ド
コ
ー
ヒ
ー

も
オ
ス
ス
メ
で
す 。

4
素
敵
な
イ
ン
テ
リ
ア
の

0
ヵ
フ
ェ
が
駅
前
に
誕
生。

SIPPO MEET UP CAFE 

あま市富塚二反地13-1 美和ビル1階念052-718-2712 9:00~17:0Q（ラストオーダー） ※土曜・祝日は16:00（ラストオーダー） 日曜休、12/28~1/5休

「
あ
ま
市
七
宝
焼
ア
—
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ」

内
に
あ
り 、
あ
ま
市
の
特
産
品
や
有
機
野

菜
を
取
り

入
れ
た
カ
ジュ
ア
ル
フ
レ
ン
チ 。

な
か
で
も 、
地
元
で
栽
培
さ
れ
た
小
松
菜

を
練
り

込
ん
だ
「
あ
ま
麺」
の
パ
ス
タ
が一

押
し 。
ド
リ
ン
ク
の
種
類
・'

 

も
豊
富
で 、
店
で
手
作
り

し
た
レ
モ
ン
ジ
ャ
ム
の
ス

カ
ッ
シュ
や 、
オ

ー

ガ
ニ
ッ

ク
の
コ
ー
ヒ
ー

な
ど
も 。
店

内
は
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
家
具

で
統＿
さ
れ 、
シ
ッ
ク
で
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
で
す 。

'',\t 
-.•一罹・＼＼

「あま麺の自家製トマトとバジルのソ＿スパスタ(1,100円）」。
スープとミニサラダ、ドリンク付き。

BストロAmaゴリラ
あま市七宝町遠島十三割2000あま市七宝焼アートヴィレッジ内
11:00~16:oo 月曜～木曜休、12/26~1/5休

ff052-433-3015 

あ
ま
市
の
魅
力
を

フ
レ
ン
チ
で
食
す。

謬

新
ス
ポ
ッ
ト
が
続
々
と
誕
生。

「
尾
張
七
宝」
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

-「ロー
12月48(8)·118(8)・188(8)·258(8)

ふれあい軽トラ市
■あま市七宝焼アートヴィレッジ駐車場

12月128（月）
甚目寺観音暮らしの朝市

■場所／甚目寺神社

12月168（金）
萱津神社秋葉祭
■場所／萱津神社

12月218（水）
甚目寺観音風土マルシェ

■場所／甚目寺神社

~1月48（水）
イルミネーションフェスタinあま2022
■場所／あま市美和文化会館（文化の杜）

gallery WAN 
あま市七宝町沖之島北屋敷1 霊090-8268-3460
10:00~16:30 不定休、12/30~1/9休

I あま市 I

父0)作品八
展示レてし）九尤＇し）九

趣あで空間です。

-

今
年
5
月 、
自
宅
に
あ
る
築
ー
1
5

年
の
蔵
を
リ
ノ
ベ
—

シ
ョ
ン
し
て
オ

ー

プ

ン 。
焼
き
物
好
き
の
オ

ー

ナ
ー・

犬
飼
真

由
美
さ
ん
の
希
望
で 、
家
族
の
協
力
を
経

て
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ヘ
と
改
装
し
ま
し
た 。
展

示
内
容
は
「
尾
張
七
宝」
は
も
ち
ろ
ん 、

ガ
ラ
ス
細
工
や
ニ
ッ
ト 、

木
版
画
な
ど

「
ジ
ャ
ン
ル
に
こ
だ
わ
ら
ず
展
示
し
た
い」

と
の
こ
と 。
12
月
8
日
5

11
日
は 、
企
画

展「
新
春
を
寿
ぐ
し
つ
ら
え」
を
開
催 。
し

め
縄
や
花
飾
り
な
ど
お
正
月
飾
り
を
展

示・
販
売
し
ま
す 。
企
画
展
期
間
外
で
も

ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
見
学
は
可
能
で
す 。

塵

05 
地
元
作
家
た
ち
の

新
た
な

発
信
拠
点
に。

02 

あまし

名鉄名古屋駅～七宝駅へのアクセス

＠名古屋本線須ケ0駅で津島線に乗り換え約20分

＠片道運賃：3 00 F9 

人口：88,633人(2022年10月現在）
平成22年(2010年）に七宝町・美和町・甚目寺町が合併し誕生。
尾張四観音のひとっ、甚目寺観音があるほか、
日本一 の生産量を誇る刷毛や「尾張七宝」で知られています。

前
田
利
家
の
正
室・
ま
つ（
芳
春
院）
を
祀

る
お
寺 。
か
つ
て
敷
地
内
に
あ
っ
た
犬
養
家
で

生
ま
れ
た
ま
つ
は 、
前
田
利
昌
の
養
女
と
な

る
4
歳
ま
で
を
こ
の
地
で
過
ご
し
ま
し
た 。

芳
春
院
の
位
牌
が
あ
る
本
堂
を
見
学
希
望
の

際
は 、
事
前
に
電
話
連

絡
を 。
ま
た 、
中
日
ド
ラ

ゴ
ン
ズ
な
ど
で
監
督
を

務
め
た
星
野
仙＿
さ
ん

の
供
養
碑
が
あ
り 、

東

京
五
輪
で
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た 、
野
球
日
本

代
表
監
督・
稲
葉
篤
紀

さ
ん
が
訪
れ
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
て
い
ま
す 。

瑞円寺
あま市七宝町沖之島北屋敷7

お
ま
つ
の
方
を
祀
る

生
誕
の
地。

念052-444-2128

ここでしか買えな
い生みそなどが購
入できる、みそ量り
売りコ ーナー。

あま市七宝町安松縣2742

I tPRESENT►P13 | 

写真左から「天然醸造無添加豆みそ(964円）」、
「七つの宝だし(777円）」、「七宝みそパン(190
円）」、「国産特級醤油(850円）」、「今日はみその
日(1斤600円）」。

あまの蔵
霞052-444-2561
10:00~16:QQ 
月曜休、12/30~1/4休 謳

3
生
み
そ
量
り
売
り
と

〇

み
そ
X
パ
ン
の
コ
ラ
ポ゚

「
七
宝
み
そ」
で
知
ら
れ
る
佐
藤
醸
造
が

昨
年
4
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
直
営
店 。
自
社

製
品
の
調
味
料
と 、
「
あ
ま
麺」
な
ど
地
元
の

特
産
品
や
加
工
Doo
も
扱
っ
て
お
り 、

道
の
駅

感
覚
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
き
ま
す 。
併
設
す
る

「
海
部
の
く
ち
ど
け」
で
は
食
パ
ン
の
ほ
か 、

ク
ッ
キ
ー

生
地
に
赤
味
噌
を
練
り

込
ん
だ
進

化
系
メ
0
ン
パ
ン
「
七
宝
み
そ
パ
ン」
や 、
日
に

ち・
数
量
限
定
販
売
の
豆
み
そ
を
使
っ
た
食

パ
ン
「
今
日
は
み
そ
の
日」
も
大
人
気
で
す 。

海部のくちどけ零052-433-3128
10:00~18:QQ（売り切れ次第終了）
※12/31は12:00（売り切れ次第終了）
月曜休、1/1~4休 園

ぃ パ

https://amagorilla.com
https://ama-no-kuchidoke.com
https://www.shippomiso.com/amanokura/
https://gallery-wan.com
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II
食に関する新たな小売店舗 回

―

弓
紐醗」オープン！ 、

株式会社名鉄生活創研は、12月1日、名鉄百貨店本
店メンズ館1階に“ 新しいスタイルのお土産屋さん ”

「名鉄商店」をオープンします。「地域を食べる、地域を
アゲる、地域へ還す。」をコンセプトとし、沿線地域の
魅力や価値に目を向け、このエリアの生活文化や街
自体を楽しむ ‘‘ きっかけ ’'を提供することを目指しま
す。店内の商品は「うれしいを、アゲる。」をテーマに、
愛知県・岐阜県の事業者とコラボレ ー ションし作り上
げたオリジナルの商品が約70点並びます。商品には
それぞれに開発の経緯やストーリ ーがあり、お客さま
は店舗スタッフとのコミュニケ ー ションの中でこれを
感じていただけます。ご来店をお待ちしております。

\ ＇

eュ
名鉄商志
MEITETSU SHOUTEN 

商品例：「う な ぎ割
烹みかわ山水亭」と
「妙香園」の名鉄商
店限定コラボ商品。
「香るうなぎ茶漬け」
2人前4,800円。

II Christmas Fairyナナちゃん
■期間／12月14日（水）～25日（日） 霞
名鉄名古屋駅前の名駅通りを中心に今年も「メイエキイル
ミ2022」が始まりました。各施設では、ツリーなどのクリスマ
スデコレ ー ションやさまざまなイベントを開催。12月14日～
25日は「Christmas Fairyナナちゃん」と題し、イルミネ ー

ション装飾をしたナナちゃんが登場。年に一度のクリスマス
には大切な人とケ ーキを囲んで幸せな時間を過ごしてほし
い、そんな想いから今年はナナちゃんがケ ーキの妖精に変
身。同期間、数量限定でナナちゃんとコラボしたケ ーキ、パ

フェを名鉄グランドホテルで販売します。ナナちゃんのドレ
スを再現したケ ーキ、パフェはSNS映え間違いなし！

写真上から名鉄グラン
ドホテル18階の「SKY
LOUNGE203」にて期
間·数畏限定のケ ー キ
「ナナNoel（テイクアウ
ト）」770円、ケ ー キドレ l'，＂ 
スVer．の「ナナNoelパ
フェ（イ ー トインのみ）」
2,000円。

l 論は：ふぐづくしプラン量晨
■設定期間／2023年4月2日（日）まで

名古屋から約1時間の日間賀島では、旬を迎え
た美味しいふぐが楽しめます。このプランは、名
鉄電車乗り放題のフリ ー きっぷと名鉄海上観光
船（河和港または師崎港⇔日間賀島港・篠島港）
の往復乗船券、ふぐづくし料理がセットになって
います。お値打ち
な日帰り昼食プラ
ンは、大人お一人
様12,300円～。
近場の離島へお
でかけし、冬の味
覚の定番・ふぐを
思う存分にい た
だきましょう。

C,4 

9^-:-.. - ＾“ツ＾ 
疇

※当広告からのお申込みは承っておりません。詳しくは専用パンフレットをご黄ください。

※写真はすべてイメージです。 ］ 

https://www.meitetsu-shouten.jp/
https://www.mwt.co.jp/kokunai/chubu/densha-tabi/special/fugu/
https://www.meitetsu-gh.co.jp/restaurant/lounge/111


霰電●で r初闘Jr切8のl!IJfお賣い嘘」に1!1かけよう1

II2023年新春謝恩
迎春IDAYフリ ーきっふ

■発売期間／12月1日（木）～31日（土）
■利用期間／2023年1月1日（日・祝）～9日（月·祝）のいずれか1日

日頃の感謝を込めて、謝恩価格にて前売限定で発売する「迎春

lDAYフリ ーきっぷ」。今回は名鉄電 車1日乗り放題に加え、利用

日当日に有効な「特別車両券（ミュ ー チケット）引換券」が1枚付

きます。さらに、神宮前・金山などのミュ ープラット 6施設や名鉄

百貨店本店・ 一宮店、日本モンキ ーパ ー クなど、沿線の施設や

店舗で使える優待券も付いて、大 人お 一 人様2,200円。初詣や

冬休みのおでかけなどに便利でおト ク。ぜひ、この機会にご利

用ください。

II!ュープラット神宮前
冬の応募deチャンス

■期間／12月12日（月）～25日（日）

神宮前駅 直結の商業施設「ミュ ープラッ

ト神宮前」では、12月12日から宿泊ギフ

ト 券や豪華な家電などが抽選で当 たる

「冬の応募 de チャンス」を開催。税込700

円以上のお買上で応募できます。 また、

12月24日にはサンタさんがやってくる

「Hello!サンタさん」と題したイベントも。

当日、税込1,000円以上のお

：ニ；；ごぷ「―緒に 露

II ゴッホ ・ アライブきっふ

■発売期間／12月3日（土）～2023年3月5日（日）
■ 設定期間／12月10日（土）～2023年3月5日（日） ※設定除外日：休館日

芸術性とエンタ ー テ イメント性を兼ね備えた、五感で楽しむ新しい

没入型の展覧会「ゴッホ ・ アライブ」が金山南ビル美術館棟（旧名

古屋ボストン美術館）で開催されます。これまで に世界で850万人

を超える人々を魅了した人気コンテンツが、ついに名古屋に上陸。

ゴッホの名作が力強いクラシック音楽に乗って、巨大かつ鮮明な

画像で 生き生きと再現されます。おでかけには、往復乗車券や入場

券、ミュ ープラット金山で使えるク ー ポン券などがセ ット になった

きっぷがおすすめです。

謹

CentX II名鉄バスセンターからジブリパークへ

直行バス運行中！

名古屋駅から愛 ・ 地球博記念公園（ジブリパーク）へのおでかけに

は、乗り換えの必要がない直行バスが便利です。直行バス開設記

念として、車内で記念カ ー ドのプレゼントもあります（なくなり次第

終了） 。乗車券のご購入は、「CentX（セント エ ックス）」がおすす

め。いつでもどこでもお好きなタイミングで購入することができま

す。なお 、近距離高速線は立席のご乗車ができず、満席の場合は

ご乗車いただ けませんのでご注意ください。

1い ※写真はすべてイメージです。

https://www.meitetsu.co.jp/plan/event/detail/1272441_8032.html
https://www.meitetsu.co.jp/plan/gourmet/detail/1272688_8036.html
https://www.myuplat-jingumae.com/
http://www.meitetsu-bus.co.jp/express/aichikyuhaku/


II 国宝茶室「如庵」特別見学会予約受付中！
讀■開催日時／2023年1月23日（月）、2月27日（月）、3月27日（月）

10:00~、14:00~（ホームペー ジより事前申込制）
■料金／お 一人様3,500円（入苑・抹茶•特別見学料・記念品）

昭和11年(1936年）に国宝の指定を受け、現存す る国宝茶席三名席のひとつ
「如庵」。茶道史上貴重な遺構である国宝茶室へ入室し、内部の見学や説明、茶
室「弘庵」での抹茶の接待付きの特別見学会を開催しています。「如庵」は、織田
信長の弟であり、大茶匠·織田有楽斎によって建てられた、柿葺（こけらぶき）の
端正な外観が特徴的な茶室。風情のある庭園を眺めながら、犬山焼の茶器で
の呈茶も楽しめる、特別な体験をしてみませんか。
※各日各時間、 定員数に達し次第、受付を終了いたします。

II 名鉄観光バスドラゴンズバック

■出発日／12月10日（土）・11日（日）・17日（土）・18日（日）
■コ ースN0/25304A

名鉄観光バス「ドラゴンズパック」では、「年末だヨ！軽トラ市
＆キッチンカ ー全員集合in三重」のツア ーを販売。三重県の
特産品を積んだ軽トラとキッチンカ ーが大集合した会場を訪
れます。伊勢美稲豚（いせうまいねぶた）の豚汁(1杯）が振舞
われるほか、会場までに立ち寄る3ヵ所の道の駅で地域の名
物グルメも満喫。また、会場で使えるお買物券1,000円分も付
い ています。昼食には、松阪牛ステ ーキをお楽しみください！

■お支払い実額／4,740円（旅行代金7,900円ー旅行代金への支援額3,160円）
※地域限定クーポン1,000円付き

応:]
新規入会＆利用で釦ふ000ぷ少

名鉄ミュ ー ズカ ー ド

年会費霙賞無料a

即時発行可能邑痘 5分••
H疇mu""’• ,0

立撼・匹函8クレジ冠ヤージでポイント3倍．，

II
名鉄tューズカ ード
新規人会＆利川で最大5,000ポイント！

年会費実質無料※1の「名鉄ミュ ーズカ ー ド」が、お申込みから最短5分※2で即時発行で
きます。しかも、名鉄グル ー プの定期券購入のほか、manacaのクレジットチャ ー ジなど
でもポイントが3倍※3になり、おトクです。また、前年のお買上げ金額に応じて名鉄百貨
店のお買い物が最大10％割引になる特典も！
※1初年度年会費無料、 年1回以上の利用で翌年度も無料、 一般カ ー ドのみ。
※2最短5分で審査が完了されない場合がございます。最短5分発行受付時間は9時～19時30分です。受付時間終了間際の

お申込みは、 即時審査が完了しない可能性があります。
※3ポイント優遇店でもポイント3倍。

I 即時発行可能最短54 1 定期券·manacaクレジットチャージでポイント3 倍

三井住友カー ド傑と名古屋鉄道採が提携して発行する名鉄ミューズカ ー ドが対象です。

＝ meileISU 名鉄百貨店12月の催事情報名鉄百貨店 ※都合により、 変更・中止となる場合がございます。

I 冬のワコ ール大感謝市 I 冬のファッションビッグチャンスセール~5日（月） 五〈レディスアデランス〉 ·,． ~5日（月） 戸健康フェアウィッグご試着体験フェア 昂

竺

’‘ 日 7日（水）～13日（火） あじ わざ 7日（水）～12日（月） I冬の絵画 ・ 掛軸大入札会

幽
加賀・能登美味・美技展

！ 15日（木）～21（水） 冬のメンズスーツ ・ コ ー トバーゲン g ， 14日（水）～19日（月） I年末絵画 ・ 掛軸大感樹市
i 

侶 掘り出しきもの市＆ウエディングドレスセールソ97

: 
24日（土）～1月4日（水） 1 第22回歳末 ・ 新春北海道物産展

I 
23日（金）～30日（金）

五年末職人祭

※1月1日（日・祝）は休業。 ※1月1日（日・祝）は休業。

※写真はすべてイメージです。 /4 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfDk7Nxb3Sw4QSH76IUJVur-pBqTY9UOaC298tR2u-3CZ8O4g/viewform
https://www.mei-rakuraku.jp/meitetsukankobus/BTCS/tour/Detail?course=4933
https://mustar.meitetsu.co.jp/credit_card/smcc_standard/all-year/
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日間賀::．づくしプラン(P9)
日間賀島

●篠島

30•4® ＂かかみがはらおさんぽマルシェ
in 空宙博

■場所／岐阜かかみがはら航空宇宙博物館
■各務原線各務原市役所前駅から

ふれあいバス「航空宇宙博物館前」下車

~170 因2022稲沢イルミネ ーション
■場所／国府宮参道
■名古屋本線国府宮駅下車徒歩約5分

~25© 国きよすイルミ2022 ■場所／清洲城・清洲古城跡公園周辺
■名古屋本線新清洲駅下車徒歩約15分

~25©、 1/2GD•3G 日138ウィンタ ーイルミ
■場所／138タワ ーパーク
■名古屋本線名鉄一宮駅から

名鉄バス「138タワ ーパーク」下車

~25® 
目Centrair CHRISTMAS DREAMS 2022～生まれかわるミライ～

クリスマスマーケット2022
■場所／中部国際空港セントレアイベントプラザ
■空港線中部国際空港駅下車

~1/29© 
国企画展「ゲルハルト・リヒタ ー」

コレクション展反射と反転
| tPRESENT►P13 | ■場所／豊田市美術館

■三河線豊田市駅下車徒歩約15分

※上記は11月22日現在のものです。最新の情報は公式サイト等でご確認の上、おでかけください。「新しい旅のエチケット」へのご協力をお願いいたします。
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第9回ステンドグラス
明治時代後半に国内でも製造されるようになった「ステ
ンドグラス」。明治村では「聖ザビエル天主堂」のものが
人気です。実はこのガラス、2枚合わせのペアガラスで、
内側の色ガラスの裏面に白色塗料で植物の模様が描
かれています。このため 、 外側の透明ガラス越しに見る
と、窓も壁と同じ「白」で統一された印象を与え、中に入
ると一転、鮮やかな色ガラスに模様が陰影で浮かび上がります。クリスマ
スの時期だけ点灯するステンドグラス ・ ツリーと一緒にお楽しみください。 “虞摯
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https://service.meitetsu.co.jp/p_enq.php?id=74
https://www.instagram.com/meitetsu.wind?utm_source=qr
https://www.facebook.com/meitetsu.wind
https://www.youtube.com/channel/UCYkOKc7PBnCMjaevZWj7ZFw
https://www.meijimura.com/meiji-note/
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